
認知症看護認定看護師 

６階東病棟 

上山 寛満 

皮膚・排泄ケア認定看護師 

７階東病棟 

篠田 裕美 
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♪令和２年度に日本看護協会の認定審査に合格した、 

新しい認定看護師を紹介します♪ 

私は看護を通して認知症の人と出会うなかで、症状

に向き合いながら生活する姿を見て、当事者である認

知症の人の立場に立って考える事の大切さに気付きま

した。認知症の人の、良い状態を引き出すにはどのよ

うに関わったら良いのか、また安心して過ごすことの

できる療養環境の在り方やケアについてより専門的に

学びたいと考え、認知症看護認定看護師教育課程に進

みました。 

当院に入院する認知症の患者さんや認知機能の低下

を認める患者さんが、安心・安全に治療を受けて地域

に戻ることができるよう、みなさんと一緒に取り組ん

で参りたいと思っております。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

私は長年、外科病棟に所属し、ストーマを有する患

者さんの看護を行う中で、自分の技術の未熟さや知識

不足を感じていました。そこで、より質の高いケアを

提供したいと思い、皮膚・排泄ケア認定看護師教育課

程の受講を決めました。 

医学の進歩に伴い、医療は高度化、複雑化し、年齢

や基礎疾患、薬物治療などにより、皮膚・排泄ケア領

域に問題を抱える患者さんが増えていると実感してい

ます。患者さんだけではなく、ケアを支える家族をサ

ポートし、訪問看護師や施設スタッフと連携して、退

院後も患者さんが安心して過ごせるようなケアを継続

していきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

                                            

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



感染管理認定看護師 

救命救急センター 

  ↓ 

4/1～感染制御部 

安藤 大介 

緩和ケア認定看護師 

集中治療部 

   ↓ 

4/1～がんセンター 

小池 香苗 

私はこれまで、おもに集中治療部や外科病棟、リン

パ浮腫外来で勤務してきました。その中で、患者さん

とご家族とともに、様々な苦痛を乗り越え、喜びや悲

しみをともに分かち合うことにやりがいを感じつつ

も、根拠に基づいたケアを実践できているのだろうか

と疑問を抱くようになりました。そこで、専門性の高

いケアを実践できるようになりたいと考え、緩和ケア

認定看護師教育課程を受講しました。 

緩和ケアは、がん患者だけに提供されるのではなく、

がん以外の患者さんを含む、全ての「生命を脅かす疾

患による問題に直面している患者と家族」に提供され

るべき基本的ケアとされています。今後は、緩和ケア

を必要とする患者さんとそのご家族に、必要なケアが

届けられるよう、活動していきたいと考えています。   

よろしくお願いいたします。 

医療の現場において、医療関連感染は大きな問題と

なっています。私は日々業務を行う中で、感染症の影

響で重篤化する患者さんをたくさん見てきました。感

染症の怖さを知るとともに、どうすれば予防できたの

かと考えるようになり、その専門性を高めるために感

染管理認定看護師を志しました。 

医療関連感染予防は、医療者一人ひとりが意識して

感染対策に取り組むことで予防することができます。

私は感染管理認定看護師として、リンクナースを支援

することはもちろん、感染症予防に必要な知識・技術

を皆さんへ伝えられるよう取り組んでいきたいと思い

ます。一人でも多くの患者さんや医療者を感染症から

守れるよう務めて参ります。よろしくお願いします。 

令和３年３月発行号 宮崎大学医学部附属病院 看護部 

 

※令和３年 3月現在、本院に在籍している認定看護師は、11分野 24名です。 

認定分野 人数 認定分野 人数 認定分野 人数 

がん化学療法看護 ４ 緩和ケア ４ 皮膚・排泄ケア ４ 

感染管理 ４ 救急看護 ２ 集中ケア １ 

慢性心不全看護 １ 小児救急看護 １ 新生児集中ケア １ 

認知症看護 １ 摂食・嚥下障害看護 １  

 

 

 


